
観
光
振
興
・

　

 

経
済
活
性
化
対
策
事
業

①
少
子
化
対
策

③
移
住
・
交
流
居
住
事
業

①
観
光
振
興
策

④
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り

②
子
育
て
支
援

予
算
編
成
の

　
　
　

基
本
的
考
え
方

重
点
事
業
へ
の
対
応

人
口
減
対
策

計
画
に
掲
げ
た
「
政
策
推
進
」
に

お
い
て
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き

事
業
及
び
下
田
市
版
総
合
戦
略
の

４
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け

て
予
算
編
成
に
取
り
組
む
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
た
く
な
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
地
域
環
境
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な

地
域
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

と
し
て
移
住
・
交
流
居
住
事
業
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

不
妊
治
療
費
助
成
と
、
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
し
、
妊
娠
・
出
産
・

育
児
へ
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
及
び
育
児

用
品
購
入
費
助
成
、
本
市
独
自
の

保
育
所
等
利
用
者
負
担
金
軽
減
措

置
の
継
続
、
中
学
校
就
学
準
備
給

付
金
の
支
給
、
ま
た
、
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
対
象
者
の
拡
大
、
未

就
園
児
を
対
象
と
し
た
お
試
し
ク

ー
ポ
ン
券
交
付
事
業
、
病
児
保
育

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
地
域
お
こ

し
企
業
人
」
の
制
度
を
活
用
し
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
観
光

資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
（
Ｏ
Ｔ
Ａ
）
を
活
用
し
た

広
報
の
強
化
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
実
施
さ
れ
る
プ
レ

静
岡
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
対
応
す
る
た
め
、
様

々
な
団
体
と
連
携
し
、
下
田
の
魅

力
の
向
上
を
図
り
、
観
光
交
流
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

好
評
を
博
し
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト

列
車
利
用
客
の
更
な
る
増
大
に
向

け
、
引
き
続
き
官
民
連
携
の
お
も

て
な
し
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
市
内
ビ
ー

チ
の
４
か
所
に
ビ
ー
チ
ラ
イ
ブ
カ

メ
ラ
を
設
置
し
動
画
配
信
を
行
う

こ
と
で
、
年
間
を
通
し
下
田
の
美

し
い
海
の
魅
力
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
を

受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
サ
ー
フ
ィ

ン
を
中
心
と
し
た
米
国
と
の
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
を
実
施

し
、
国
内
外
へ
下
田
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機

運
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
へ
の
助
成
継
続
な
ど
、
妊
娠

か
ら
18
歳
ま
で
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
振
興
助
成
金

に
お
き
ま
し
て
、
新
た
に
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
を
有
す
る
世
帯
に

対
す
る
上
乗
せ
助
成
を
行
い
、
良

好
な
子
育
て
環
境
の
整
備
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

移
住
情
報
の
発
信
、
相
談
体
制

の
構
築
、
移
住
活
動
の
支
援
等
を

推
進
し
、
県
外
か
ら
本
市
へ
の
二

地
域
居
住
の
推
進
に
よ
る
交
流
人

口
の
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

稲
梓
地
区
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
新
た
に
運
行
し
、

交
通
手
段
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
光
フ
ァ

イ
バ
の
整
備
に
対
し
て
支
援
を
行

い
、
Ｉ
Ｔ
環
境
の
改
善
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
資

源
や
資
産
に
着
目
し
た
新
た
な
産

業
振
興
策
の
展
開
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
防
災
対
策
」
へ
の
注
力
を
明
確

に
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　

移
住
・
交
流
居
住
促
進
事
業
や

少
子
化
対
策
事
業
な
ど
の
促
進
、

企
業
誘
致
促
進
事
業
、
オ
リ
ー
ブ

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
観
光
振
興

事
業
、
み
な
と
ま
ち
ゾ
ー
ン
活
性

化
事
業
な
ど
の
推
進
、
宮
渡
戸
橋

架
替
等
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
避

難
施
設
等
の
整
備
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

市
庁
舎
の
移
転
場
所
を
決
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
更
に
中
学
校
再
編

に
関
し
て
は
、
１
校
化
の
方
向
性

を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車

道
の
整
備
促
進
に
関
し
て
は
、
河

津―

下
田
道
路
の
第
２
期
区
間
の

工
事
が
本
格
化
す
る
計
画
で
あ
り
、

各
種
要
望
活
動
が
実
を
結
び
つ
つ

あ
る
と
の
認
識
を
強
く
し
て
お
り

ま
す
。
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
で

は
、
米
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
米

国
か
ら
の
選
手
・
役
員
等
の
誘
致

の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
既
存
事
業
に
加
え

て
、
各
分
野
で
将
来
へ
の
動
き
が

芽
生
え
始
め
る
な
ど
、
市
政
運
営

全
般
に
わ
た
り
、
順
調
に
進
捗
し

た
と
の
確
信
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

み 

や 

ん 

と

　

本
市
の
平
成
28
年
度
決
算
に
お

き
ま
し
て
は
、
地
方
交
付
税
や
地

方
消
費
税
交
付
金
の
歳
入
が
大
き

く
減
少
し
、
公
債
費
な
ど
の
歳
出

が
減
少
し
た
た
め
、
一
般
会
計
の

経
常
収
支
比
率
は
85
・
６
％
と
、

前
年
度
に
比
べ
３
・
１
ポ
イ
ン
ト

悪
化
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
歳
入
に
お
き
ま
し

て
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど

の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
地

方
交
付
税
な
ど
の
減
額
の
見
込
み

な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、

新
庁
舎
建
設
関
係
な
ど
投
資
的
経

費
の
増
加
と
、
今
年
度
、
重
点
的

に
取
り
組
む
事
業
に
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
よ
っ
て
、

徹
底
し
た
歳
出
の
ス
リ
ム
化
と
歳

入
の
確
保
に
取
り
組
み
、
安
定
的

か
つ
健
全
な
財
政
基
盤
を
確
立
し

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
解
決
の
た
め
、
今
年

度
予
算
編
成
の
重
点
事
業
を
「
人

口
減
対
策
事
業
」、「
観
光
振
興
・

経
済
活
性
化
対
策
事
業
」
及
び
「
防

災
対
策
事
業
」
と
定
め
、
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
に
基
づ
く
事
業
、

第
４
次
下
田
市
総
合
計
画
の
基
本

- ３ - 広報しもだ　2018. ４月号 - ２ -広報しもだ　2018. ４月号

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
移

住
・
交
流
居
住
事
業
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

逐
次
不
備
な
点
を
補
う
と
と
も
に
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
防
災

対
策
を
推
進
し
、
万
全
な
災
害
対

策
の
実
現
に
向
け
邁
進
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

三
本
の
柱
は
、
縦
割
り
の
事
業

と
せ
ず
、
相
互
が
補
完
し
、
庁
内

に
お
い
て
横
断
的
な
事
業
展
開
を

図
り
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま

の
参
加
、
協
力
を
得
て
、
は
じ
め

て
効
果
を
発
揮
で
き
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

旧
下
田
町
の
河
岸
端
と
は
？

　

新
庁
舎
建
設
事
業
に
関
し
て
は
、

候
補
地
と
な
る
稲
生
沢
中
学
校
北

側
隣
接
地
の
調
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
29
年
12
月
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
市
役
所
の
位

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
の
設
計
・
工
事
監
理

業
務
の
委
託
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
お
い
て
選
定
す
る
こ
と

と
し
、
平
成
32
年
度
の
完
成
に
向

け
て
庁
舎
建
設
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
中
学
校
の
再
編
に
関
し
て

は
、
４
校
を
１
校
に
再
編
す
る
基

本
方
針
の
決
定
に
基
づ
き
、
平
成

34
年
４
月
の
新
中
学
校
開
校
を
目

標
に
、
引
き
続
き
新
中
学
校
の
あ

り
方
等
の
審
議
等
統
合
に
向
け
た

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

昨
年
度
は
、
就
任
後
編
成
す
る

初
め
て
の
当
初
予
算
で
あ
り
、
下

田
再
興
に
向
け
た
重
点
方
針
と
し

て
掲
げ
た
三
本
の
柱
、
「
人
口
減

対
策
」「
観
光
振
興･

経
済
活
性
化
」

も
の 

あ
げ   

ば   

さ
ん  

ば
し

市
政
執
行
の
基
本
姿
勢

①
経
済
活
性
化
対
策

③
防
災
対
策

重
要
課
題

　

 

（
新
庁
舎
、中
学
再
編
）

相
互
補
完
が
重
要

平
成
29
年
度
を
振
り
返
っ
て

②
人
口
減
対
策

組
織
機
構

観
光
業
の
振
興
を
主
体

と
し
た
経
済
活
性
化
、

人
口
減
、
防
災

平
成
30
年
度

成
3
年
度

施 

政 

方 

針

予 

算 

概 

要

市議会３月定例会における
福井市長

三
本
柱

を
中
心
に
、
連
携
体
制
を
よ
り
強

力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
・

県
及
び
民
間
企
業
に
お
い
て
実
践

経
験
を
持
つ
人
材
を
受
け
入
れ
る

こ
と
で
、
累
積
す
る
行
政
課
題
を

解
決
し
つ
つ
、
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
任
以
来
、
全
身
全
霊

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
観
光

業
の
振
興
を
主
体
と
し
た
経
済
活

性
化
対
策
、
人
口
減
対
策
、
防
災

対
策
の
三
本
の
柱
に
つ
い
て
は
、

未
だ
道
半
ば
で
あ
る
と
認
識
し
、

引
き
続
き
重
点
課
題
に
据
え
て
、

選
択
と
集
中
に
よ
り
、
事
業
の
推

進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
の
振

興
に
力
を
注
ぎ
、
下
田
市
の
魅
力

を
外
部
、
特
に
首
都
圏
周
辺
に
広

く
宣
伝
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
産
業
基
盤
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
企
業
誘
致
や
起
業

支
援
施
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　　

市
民
の
皆
さ
ま
が
下
田
に
住
ん

で
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
総
合
的
な
施
策
が
必
要
で
す
。

具
体
的
に
は
、
雇
用
機
会
の
創
出
、

医
療
の
充
実
、
子
育
て
支
援
の
充

実
、
少
子
高
齢
化
対
策
の
充
実
、

教
育
の
充
実
、
疾
病
予
防
と
健
康

増
進
の
強
化
、
各
地
区
特
有
の
課

題
の
解
決
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
を
各
部
署
が
連
携
し
て
推
進
す

　

下
田
市
は
、
昨
年
４
月
に
過
疎

地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
が
適

用
さ
れ
る
地
域
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
、

経
済
の
衰
退
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
長
期
的
な
凋
落
傾
向
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
た
だ
こ
の

現
状
を
嘆
き
、
他
を
羨
ん
で
い
る

だ
け
で
は
、
何
も
解
決
し
な
い
こ

と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
創
生
と
は
、
こ
こ
に
暮
ら

す
住
民
が
、
地
域
を
思
い
、
地
域

の
未
来
を
考
え
、
自
ら
が
変
革
へ

の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
の
連
鎖
を

生
み
出
す
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
意
識
を
も
っ
て
市
政

を
運
営
し
、
市
全
体
が
一
丸
と
な

っ
て
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
、

明
る
い
未
来
を
構
築
す
る
た
め
に
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
、
能
動
的
な
施
策

を
講
じ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

各
種
施
策
の
能
動
的
な
展
開
を

目
指
し
、
財
政
規
律
を
保
ち
な
が

ら
も
、
政
策
を
統
合
的
に
推
進
で

き
る
組
織
機
構
と
し
て
、
昨
年
度

に
再
編
成
し
た
「
統
合
政
策
課
」


